
 
 

自ら考え、学ぶ楽しさを実感するために 

研究部長 黒川 友理   

 

学校では、子どもたちの「学ぶ力」を育むため、そして、教師の授業力向上のために、日々授業

研究、教材研究を行っています。この、絶え間ない営みによって、子どもの「楽しい！」「もっとし

たい！」といった思いや笑顔が生まれる場面を多くつくること、子どもが興味や関心をもって学び

に向かい、「主体的な学び」を生み出すことができます。 

栄西小学校の研究主題は、「笑顔を生み出す、主体的な授業の創造」です。授業の中で、子どもが

主体的に学ぶ場面を意図的に位置付け、より多く学ぶ楽しさや喜びを実感することで、子どもたち

の「笑顔」を生み出していきます。では、｢主体的な授業｣とは、どのような授業でしょうか。子ど

もたちは、授業の中で提示された課題から、それまでの事象に対する認識が揺さぶられ、それによ

り、自ら問題を生み出して解決に向かいます。見通しをもって、「もっとできそう！」「こうすれば

こうなるだろう。」と考え、事象と更に関わったり、他者と関わったりすることを通して、認識を高

めたり、深めたり、広げたりしていけると考えます。 

さて、学習発表会の練習が本格的にスタートしたところです

が、先生方は、授業づくりにも力を入れています。今年度は、中

学年以上は理科、低学年は道徳を窓口として研究を進め、互いに

授業を見合うことを通して、子どもたちのよさを見付けたり、互

いに具体的なアドバイスをし合ったりしています。先日の学校公

開日では、このみふきのとう学級以外の全学級で道徳の授業を公

開し、保護者の皆様に見ていただいたところです。見ていただい

た授業は、あくまでも学びの一部です。道徳の学習では、課題や

道徳的な価値（規則の尊重、友情・信頼、善悪の判断など、２０

以上の項目があります）に対して自分の考えをもち、自分と向き

合い、道徳的な判断力、心情などを育てます。１時間の道徳の時

間で全てを身に付けるのではなく、１年間の教育活動全体を通し

て、考えを深めたり、広げたりしていくことで、よりよく生きる

ための基盤となる道徳性を養っていきます。後期の通知表には、

１年間の学習の積み重ねを評価し、お伝えしたいと思います。 

 来年度からは、新しい学習指導要領が全面実施になり、教科書が新しいものになります。これか

らも、子どもたちの主体的な姿を生み出すための研修を通して、「分かる・できる・楽しい授業づく

り」を目指していきたいと思います。 
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スキー学習に向けた保護者の負担軽減を

目的として、市民の皆様からリサイクル可

能なスキー用具を回収し、抽選の上、必要と

するご家庭へ配付する「さっぽろっこスキ

ーリサイクル」という札幌市の取組があり

ます。 

 令和元年度のリサイクルスキー用具の希

望申し込みの受付期間は、令和元年 11 月

15 日（金）～11 月 24 日（日）21 時ま

でとなっております。申し込みを希望され

る方は、インターネットで「さっぽろっこス

キーリサイクル 2019」と検索し、特設ホ

ームページから申し込むか、札幌市教育委

員会に行き、申し込みをしてください。 

今年度の学習発表会は、11 月 16 日（土）です。10 月 17 日（木）からは、特別時間割も始

まりました。衣装などの準備で、ご協力いただくことがあると思いますが、よろしくお願いいた

します。当日は、時差登校となります。登校時刻については、前日までに配付されるプリントで

ご確認ください。なお、各学年の演目は、下記の通りです。 

○ １ 年 ⇒  劇 「おたまじゃくしの 101 ちゃん」 

○ ２ 年 ⇒  劇 「スイミー」 

○ ３ 年 ⇒  劇 「王様の耳はロバの耳」 

○ ４ 年 ⇒  劇 「王様の命令」 

○ ５ 年 ⇒  劇 「サーカス物語」 

○ ６ 年 ⇒ ミュージカル「ライオンキング」 

○このみふきのとう学級⇒  劇 「すてきな三にんぐみ」 

 

栄西連合町内会の女性部の方々からぞう

きんをいただきました。たくさんいただい

たぞうきんを使って、これからも新校舎を

きれいにしていきたいと思います。子ども

たちのために、一枚一枚丁寧に手縫いして

くださり、ありがとうございました。 

進学先中学校は、住民票に登録されている住所によって決められております。（本校校区からは、原

則栄町中学校、もしくは北栄中学校への進学となります。） 

特別な事情がない限りは、進学先の中学校を変更することはできません。変更せざるを得ない事情

がある場合は、速やかに学級担任に申し出てください。その後、教頭から事情をお聞きいたします。 


